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１．はじめに 

 これまでに開発を行ってきた風計測ライダ

では大気中にレーザ光を照射し、エアロゾルに

よる反射光を解析することで風向風速を測定

する。今回は本装置による水流計測への適用を

検討する。従って、本適用においてはターゲッ

トが水面となる。高感度受信の観点からコヒー

レント送受信方式を採用するが、ビーム拡がり

はμrad オーダと小さく、入射角が大きい場合

には正反射光の受信が困難となる。ここでは、

基礎検討として垂直入射で正反射光を受光す

る系によりドップラ信号検出実験を実施した

ので報告する。 

２．システム構成と試験構想 

 実験構成を図 1 に示す。波長 1.5μmのレー

ザ光を周波数シフトし、パルス化した光をファ

イバアンプで増幅する。サーキュレータを介し

てテレスコープでビーム形成した光を水面へ

照射する。反射光をローカル光と合波させビー

ト信号を得る。同信号を A/D した後 FFT する

ことで周波数スペクトルを得る。パルス幅は

80nsec であり、距離分解能は約 12m に相当す

る。水面については 1.5m 長の水槽を用いて形

成し、静水時と造波時の相違を検討するため、

造波ポンプを設置した。テレスコープからの送

信光を水槽水面へ垂直入射させるため、送信光

の伝搬経路に折返しミラーを配置した。フォー

カスは水面に合わせた。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 System configuration. 

３．試験結果 

図 2 に静水時と造波時(波長 3m, 振幅 12cm)

で観測されたスペクトルピーク周波数の確率

密度分布を示す。静水時では中間周波数を中心

としたガウス分布が認められるが、造波時にお

いては中心周波数近傍境界とした約0.2MHzの

周波数シフトが確認された。速度換算で

0.16m/s であり、波速の理論値 0.12m/s に対し

装置性能の範囲で一致する。詳細は講演にて報

告する。 
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Fig.2 Probability density distribution of Spectral 

peak for two different condition of water surface. 
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